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登録リスト（該当：36件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 1909年の上田の気候]	1909年の上田の気候	長野地方測候所の記録によると、1909年の上田（小県郡上田町）の最高気温は7月18日の35.2度、最低気温は1月2日のマイナス13.7度だったことが分かる。これは1910年の記録とほとんど変わらない。
ただ最大積雪量を記録したのは3月23日の六寸（約18センチ）であり、翌年の1910年の記録よりかなり少なかった。	2023-02-01
	2	[image: 兎束武雄]	兎束武雄	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。母親の影響で琴を習っていたそうです。音楽に興味を示していた幼少期ですが、父親からは反対されていたそうです。
上田中学校(現上田高校)を卒業し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。武雄は、音楽の楽しさや喜びを多くの人々と分かち合いたいと考え、地域の音楽活動に力を注ぎました。昭和８年、２８歳のとき、梅花幼稚園の同窓生に声をかけ、「からたち合唱団」を創りました。当時、県下で混声合唱団と呼ばれるものはなく、上田	2023-01-31
	3	[image: 上田町]	上田町	上田町の明治時代前期の姿である。寺や神社が多いことが分かる。現在の上田町と比べても全く同じ名前の寺や神社が残っておりその中には江戸時代から姿を変えず残っているものもある。

https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP0301080250　(信州デジタルコモンズ)	2023-01-27
	4	[image: 兎束武雄(うづかたけお)]	兎束武雄(うづかたけお)	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。しかし、父親は音楽は男のするものではないと考え、武雄の音楽に対する熱意を快く思っては居ませんでした。母親は、音楽を好み自ら琴を弾いたり、４人の姉妹たちにも琴を習わせていました。
　上田中学校（現上田高校）を卒業した武雄が、音楽の道に進みたいと父親に相談しましたが猛反対を受けましたが、母親の協力と武雄の熱意に最後には承諾しました。
　武雄は上京し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。
　上田に戻った武雄	2023-01-25
	5	[image: 1910年の上田の気候]	1910年の上田の気候	長野地方測候所の記録によると、1910年の上田（小県郡上田町）の最高気温は7月21日の34.7度、最低気温は2月3日のマイナス12.1度だったことが分かる。
2022年の上田市の最高気温は38．8度、最低気温はマイナス10度であり、これは現代の上田市の気候より冬はやや寒く夏はやや暑いくらいである。今と変わらず上田は夏は暑く冬はとても寒い気候であったことが分かった。

また最大積雪量を記録したのは3月23日の一尺一寸（約33センチ）であり、この年は現代の上田市の平均的な積雪量よりかなり多かったことが分かった。	2023-01-25
	6	[image: 旧小県蚕業学校(現上田東高校)]	旧小県蚕業学校(現上田東高校)	明治25年1892年に小県蚕業学校が蚕業学校として全国に先駆けて設立された。当時は上田町の丸堀の民家を校舎にして開校した。大正8年には皇太子様が来校されていることから当時でも注目されていた学校なのだと考えた。昭和19年12月9日に戦災によって本館の建物外10棟、1093坪を焼失してしまった。その後昭和21年以降、林業科、農業科、蚕業科を置いた上田農業学校となった。昭和35年には2度目の火災にあい、建物は全半焼、1237坪を焼失した。昭和37年には現在の名である長野県上田東高等学校となる。翌年昭和38年には蚕業科の生徒募集停止され、その後続々と農業科、林業科、家政科が廃止され、普通科のみの学校となった。	2022-11-29
	7	[image: 丸山邸]	丸山邸	明治4年、廃藩置県により上田城を買い取り、明治18年、当時の上田町に寄贈したのが丸山平八郎です。丸山邸はその私宅「木屋平」です。	2022-11-03
	8	[image: 曾祖父との関係]	曾祖父との関係	人物伝にあるように、鈴木志津衛には４男２女の子供がいました。私は三男の俊三の孫にあたります。祖父が生まれた後、上田から京城（現ソウル）に渡り、日本人学校の
校長を務めていました。大正７年１２月の学校火災で、殉職しますが、その後も家族は、京城に暮らしていたようです。１９３７年生まれの父、敬之（ひろゆき）が小学校1年の時、終戦で日本に引き揚げるまでです。
聞いた話だと、京城から釜山経由で、山口県仙崎へ戻ってきたようです。その後、祖母の実家に縁のある岐阜などで過ごした後、銀行に勤めていた祖父の関係で大阪に暮らすことになりました。

写真は、子どもたちの写真です。
陽一さん・はるさん・忠雄さん・愛さん・俊三(祖父）
俊三の出生地は明治四十四年小県郡上田町二千百九十九番地となっています。	2022-02-21
	9	[image: 上田映劇の歴史　昭和まで]	上田映劇の歴史　昭和まで	1917年に末広座跡に上田劇場が開館した。
　当時は芝居、落語、講談、浪曲、歌謡などが催された。
　上田劇場の前身となるのは末広座だが、末広座の開館日は不明である。
　しかし、1912年の上田町地図に末広座、中村座が載っているとのことから
1912年以前に開館されていたと思われる。

1922年に発行された「上田市街明細図」に上田劇場、上田電機館、中村座が載っている。
　1919年に「上田演芸館」というのも開館されたとされているが
　詳しい場所の情報が無いため、上田市街明細図から探し出すことが困難だった。
昭和初期（1926～1932？）頃に上映するものを映画中心とし、
上田映画劇場と名称を変更。
1960年代後半　映画の人気がピークに至る。
1964年　桟敷（さじき）席から現在の椅子席（270席）に改築された。
映画館の話題から少	2022-01-26
	10	[image: 大正二年上田町市街図]	大正二年上田町市街図	測量による地図が作成されるようになったため、方位・縮尺が地図に記入されるようになり、凡例にある地図記号も用いられるようになった。しかし、かなり簡略化された地図だ。地図からは、市街地の周囲は水田や畑が広がっていたことがわかる。
大正期の上田は、養蚕業とその関連産業が隆盛を極めており、市街地北方に「大星川原種桑園」、南方に「鴨池種桑田」などの広大な桑園が見られる。
また、「上田蚕糸専門学校」（現信州大学繊維学部明治44年開校）、「小県蚕業学校」（明治25年開校、大正12年現在の上田東高校の地への移動）も見える。	2023-05-06
	11	[image: 上田染谷丘高等学校]	上田染谷丘高等学校	この写真は、海野町商店街にあるすや呉服店が所蔵する一枚である。

明治34年「小県郡立上田高等女学校」として設立された。写真の建物が建てられたのは、現在の上田城跡公園の東側、清明小学校がある場所である。
明治42年には女子中等教育の充実を図るため、郡立から県立へ移管され、「長野県立上田高等女学校」と変更された。
大正 5年に校舎は、上田城近くの丸堀校舎から、上田町鍛冶町裏の新校舎へ移転となった。
現在の「上田染谷丘高等学校」になったのは、昭和 23年4月である。	2021-07-24
	12	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	13	[image: 人物46 伊藤久右衛門]	人物46 伊藤久右衛門	天保十年十一月上田町の丸山家に生まれ、（略）
～同僚たりし渡邊國武の書なり。

『上田市史・下巻(1940)』1260頁、1261頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-17
	14	[image: 社寺明細帳(1880/明治13年 上田町)]	社寺明細帳(1880/明治13年 上田町)	上田市公文書館所蔵

社寺明細帳(1880/明治13年 上田町)

下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。

	[image: PDF]	社寺明細帳(1880/明治13年上田町)
 68頁／9.05MB



	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
68ファイル／59.7MB



▼上田市公文書館資料情報
社寺明細帳
しゃじめいさいちょう
請求番号 01-M13-01-5	2021-06-28
	15	[image: 長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年 上田町)]	長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年 上田町)	上田市公文書館所蔵

長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年 上田町)

下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。

	[image: PDF]	長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年上田町)
 13頁/1.48MB



	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
13ファイル／10.8MB



▼上田市公文書館資料情	2021-06-28
	16	[image: 常磐城村氏神替届(1882/明治15年 上田町)]	常磐城村氏神替届(1882/明治15年 上田町)	上田市公文書館所蔵

下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。

	[image: PDF]	常磐城村氏神替届(1882/明治15年 上田町)
 9頁／904KB



	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 9ファイル／7.12MB



▼上田市公文書館資料情報
常磐城村氏神替届
ときわぎむらうじがみかえとどけ
請求番号 01-M15-01-563
文書の	2021-06-28
	17	[image: 公文書館展示　上田町から上田市へ]	公文書館展示　上田町から上田市へ	上田市公文書館を訪れた際に、公文書館展示ということで、「上田町から上田市へ～明治22年の上田町誕生から大正・昭和（戦前）までの歩み～」というタイトルで、写真パネルや原本資料、上田町が誕生した時の文書などが展示されていました。これらを見て、私はまず上田市が誕生する前は上田町であったことを初めて知りました。地元民であるにもかかわらず、やはりまだ知らないことがたくさんあったと思うと、とてもいい機会になりました。そして、その当時に書かれた文書なども置いてあり、今となってはとても貴重なものであると改めて感じました。そして、このような貴重な資料があることをまずはもっと地元の人に知ってもらいたいとも感じました。	2021-05-25
	18	[image: 塩尻村大字上塩尻字壱丁田全図(地籍図[旧公図])]	塩尻村大字上塩尻字壱丁田全図(地籍図[旧公図])	小県郡上塩尻村大字上塩尻之内　第七番字壱丁田全図
(上田市税務課所蔵)

塩尻村大字上塩尻(かみしおじり)字壱丁田(いっちょうだ)の地籍図である（現在は上田市上塩尻）。

字壱町田は現在の塩尻保育園の辺り、塩尻小学校と北陸新幹線に挟まれた区画、国道18号線の上塩尻交差点の北西側の区画である。

地籍図は1889年(明治22年)の市制町村制施行に伴い、上田町大字常磐城(旧常磐城村)の地籍図として1890年頃作成したものと思われるが、年代の記載がないため確認できない。	2021-03-22
	19	[image: 塩尻村大字上塩尻字信福寺/宮田全図(地籍図[旧公図])]	塩尻村大字上塩尻字信福寺/宮田全図(地籍図[旧公図])	小県郡上塩尻村大字上塩尻之内　第六番字真福寺　第七番字宮田　全図
(上田市税務課所蔵)

塩尻村大字上塩尻(かみしおじり)字信福寺(しんぷくじ)/宮田(みやた)の地籍図である（現在は上田市上塩尻）。

字信福寺、字宮田は区画が小さいことから合体した全図となっている。藤本蚕業歴史館から南に150mほど下った辺りの区画である。かつては水田であったが、現在は宅地化している。

なお、「上田市文化財マップ」に字信福寺にあった「上塩尻板碑」の解説がある。

地籍図は1889年(明治22年)の市制町村制施行に伴い、上田町大字常磐城(旧常磐城村)の地籍図として1890年作成したものと思われるが、年代の記載がないため確認できない。	2021-03-22
	20	[image: 上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)
 528頁／114MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 528ファイル／126MB



▼上田市公文書館資料情報
上田町会議案綴
うえだちょうかいぎあんつづり
請求番号	01-M35-01-1356
文書の種類	旧役場文書
地域	上田町
作成年度（和暦）	明治35年
	2021-03-07
	21	[image: 明治35年　常磐城區有土地建物寄附之件]	明治35年　常磐城區有土地建物寄附之件	『明治35年上田町会議案綴』（上田市公文書館所蔵）より

土地や建物の寄附について、土地の広さや建物の見積もり金額が記されている。

「前記ノ土地建物ハ上田町大字常磐城ノ所有ノ処上田尋常高等小学校ノ用ニ供スル為左ノ条件ヲ付シ上田町ヘ寄附スルモノトス」

年代や地名から推測すると、上田尋常高等小学校常磐城分教場（現上田市立西小学校）に使用された土地や建物と思われる。

【参考資料】
『上田市誌　近現代編（8）学校教育のあゆみ』上田市誌編さん委員会／編（上田市　2003年）	2021-02-27
	22	[image: 上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )]	上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )	上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(上田市税務課所蔵)
調製　1890年(明治23年)12月
複製　1921年(大正10年)12月
製図者/測量士　馬場亀松(上田市役所地理主任)
曲尺　壱分ヲ以テ一間トス
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田市大字常磐城(ときわぎ)字生塚(うぶつか)の地籍図である（現在は上田市常磐城四丁目）。地籍図は1889年(明治22年)の市制町村制施行に伴い、上田町大字常磐城(旧常磐城村)の地籍図として1890年作成したものを、1919年(大正8年)、上田町の市政施行に伴い、上田市に書き改めたものである。基本的には1890年と同じである。

★上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(PDF)1.1MB

[image: ]	2021-01-11
	23	[image: 小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)]	小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)	小県郡城下村大字小牧全図(上田市税務課所蔵)
調製 1890年(明治23年)5月
縮尺 3,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい(Ａ１版の台紙に貼付されている)

城下村大字小牧(地籍図作成当時、現上田市小牧)の「地籍図」を基に作成した地図。

図版は上田市税務課所蔵の当該地籍図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.2MB

[image: ]

★小県郡上田町全図(高精細JPEG画像)18420×13080ピクセル 115MB

[image: ]	2021-01-11
	24	[image: 小県郡上田町全図(1901～1910年頃)]	小県郡上田町全図(1901～1910年頃)	小県郡上田町全図(上田市税務課所蔵)
制作年代：1901～1910年頃
縮尺12,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田町(地籍図作成当時)全域の「地籍図」を基に町全図として作成した地図。上田町各地の字が一瞥できる。
制作年代は不詳ながら、「上田尋常男子小学校」(1901～1922)、「小県蚕業学校」(権現坂上の時代 1900～1922)が記されている。また上田蚕糸専門学校(1910～1951)は記されていないことから1901～1910年(明治34～43年)の間の地図と推定される。

図版は上田市税務課所蔵の当該地図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.3MB

	2021-01-10
	25	[image: 大輪精舎之図(日本博覧図1897所載)]	大輪精舎之図(日本博覧図1897所載)	『日本博覧図』は関東を中心とした地域の名所旧跡、寺社、豪商の邸宅等を描いた銅版画集。1897年(明治30年)発刊の第12編には上田小県の寺社・邸宅等20点の銅版画が収録されている。「大輪精舎之図」はその一つである。

タイトルには「長野県信濃国 大輪精舎之図 小県郡上田町」と記されている。

大輪寺(大輪精舎)は、真田昌幸による上田築城に伴い、砥石城の麓の畑山から移されたと伝えられている。大輪寺には真田昌幸の妻寒松院の墓がある。

参考資料：『上田市誌』第9巻「真田氏と上田城」2002年	2020-09-25
	26	[image: 信濃蚕種組合事務所外部及内部之図(日本博覧図1897所載)]	信濃蚕種組合事務所外部及内部之図(日本博覧図1897所載)	『日本博覧図』は関東を中心とした地域の名所旧跡、寺社、豪商の邸宅等を描いた銅版画集。1897年(明治30年)発刊の第12編には上田小県の寺社・邸宅等20点の銅版画が収録されている。「信濃蚕種組合事務所外部及内部之図」はその一つである。

信濃蚕種組合は1889年(明治22年)、藤本善右衛門(塩尻村)、工藤善助(丸子村)、田中忠七(上田町)、倉島弥平(神川村)、佐藤郡三(県村)の５人が発起人となって上田小県全域の蚕種製造家と販売業者が一緒になって結成した。良質の蚕種の製造と販売を保つため、蚕病検査、種繭の処理法、採桑の規定を設けて組合員に遵守させた。組合長の藤本善右衛門らは長野県に検査所を設ける運動を起こし、国会にも要請し1897年(明治30年)、蚕種検査法が成立した。その結果1898年(明治31年)、小県郡蚕種同業組合が設立された。1897	2020-09-24
	27	[image: 2019年市制100周年を迎えた上田市は上水道から]	2019年市制100周年を迎えた上田市は上水道から	井戸の水質不良や度重なる伝染病の予防を目的に、上水道建設を可決した上田町であったが、国の補助金が得られず中断、蚕都の勢いもあり市制条件の3万人弱であったが内務省の認可を得て大正8年(1919年)5月1日上田市が誕生し、昨年100周年を迎えた。初代細川吉次郎市長の下3年超に及ぶ事業は大正12年(1923年)給水を開始。当時のろ過地を残す染屋浄水場は、昨年日本水大賞国際貢献賞受賞の中本信忠先生の生物浄化法発信のメッカとなりつつあります。	2020-07-26
	28	[image: 『蚕種同業組合沿革史草稿』大正7・8年頃]	『蚕種同業組合沿革史草稿』大正7・8年頃	歴史を開ける扉。タイムカプセルと言ってもいい。

2017/06/03、上田蚕種を訪問しました。その際に、手塚社長からこんな史料があると見せていただいたのが『蚕種同業組合沿革史』です。「長野県小県郡蚕種同業組合沿革史草稿」がタイトル。前編・中編・後編・続編と４分冊になっています。

「大正七年九月三十日　長野県小県郡蚕種同業組合　組長　中島精一」と記されています。1918年…と言えば、上田町が市制を施行する1919年の前年に当たります。蚕都上田が全盛を迎えた時代と言ってもいいでしょう。

史料の中味は見ていませんが、しっかりとした装丁の文書であるにもかかわらず「草稿」と題されているのは、「望ムラクハ訂誤ノ行クベキモノアラバ請フ垂教忌憚ナカランコトヲ」と末文に記されているように、「誤謬があればはばかるこ	2020-07-18
	29	[image: 『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号（画像データの連番）は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

647ページ　第四章　諸官衙
648ページ
649ページ
650ページ
651ページ
652ページ
653ページ
654ページ
	2020-06-28
	30	[image: 『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)画像データ]	『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ
3ページ
4ページ　目次
5ページ　監修のことば
6ページ
7ページ　上田老舗図鑑　序文
8ページ
	2020-06-28
	31	[image: 『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号（画像の連番）は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ　目次
3ページ
4ページ
5ページ
6ページ
7ページ
8ページ
9	2020-06-28
	32	[image: 『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)
1602頁／容量 213MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
製糸篇
　第一章　総論
　第二章　江戸時代信州各地に於ける製糸業の発達
　第三章　開港以後の製糸業
　第四章　日清戦争より世界大戦に至る時代
　第五章　大正時代
　第六章　現代
　第七章　製糸技術の変遷
　第八章　経営史
　第九章　皇室と信州蚕糸業
　第十章　本県製糸業者の米国視察と米国絹業者の入信
　第十一章　生糸貿易に関する史料

＜奥付＞
昭和十二年六月一日
昭和十二年六月五日	2020-06-24
	33	[image: 『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)
1258頁／容量 89MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
蚕種篇
　第一章　蚕種製造業の発達
　第二章　蚕種販売
　第三章　蚕種業の奨励
　第四章　蚕種業に関する組合の起源及其変遷
　第五章　江戸時代に於ける蚕種に関する法規の変遷
　第六章　明治時代に於ける蚕種規則の変遷
　第七章　蚕種検査
　第八章　きょうそ駆除
　第九章　蚕業取締事務機関の変遷
　第十章　国立原蚕種製造所松本支所設置の沿革
　第十一章　蚕品種の変遷附蚕品種整理に関する	2020-06-24
	34	[image: 『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)
1077頁／容量 129MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞

栽桑篇
　第一章　桑園の期限及発達
　第二章　桑品種の変遷
　第三章　桑苗生産の変遷
　第四章　栽培法の桑栽培法
　第五章　桑樹仕立法の変遷
　第六章　桑園肥料
　第七章　歩桑々園の発達
　第八章　夏秋蚕専用桑園の期限及発達
　第九章　桑葉売買
　第十章　桑園災害
　第十一章　桑園の消長
　第十二章　桑園経済
　第十三章　桑園改善に関する本県当局の施設
　第十四章　桑園の分布
　第	2020-06-21
	35	[image: 『上田市史・下巻』(1940年)]	『上田市史・下巻』(1940年)	
『上田市史・下巻』(1940年)
1352頁／容量 234MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
（第二紀　自上田築城至廃藩置県）
　第二篇　第二篇藩政時代(続)[LINK]
　第四篇　自明示維新当時至廃藩置県迄[LINK]
第三紀　自廃藩置県至上田市政施行迄
　第一篇　廃藩置県	2020-06-21
	36	[image: 小県蚕業学校(『上田市史』下巻1940)]	小県蚕業学校(『上田市史』下巻1940)	上田市史・下巻(1940)687～689頁
（目次位置）
第三篇　上田町勢の発展
　第五章　教育
　　第二節　中等教育
　　　三、小県蚕業学校	2020-06-19
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